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介護認定審査会は、介護認定の申請をされた方が、
介護が必要な状態かどうか、またどのくらいの介護を
必要とするかを総合的に審査判定する組織のことです。
審査会では、主治医の意見書や認定調査員の調査票な
どを基に、要介護度（要支援　1　～　2　、要介護　1　～　5　）
や認定の有効期間を決定します。
審査会は、医療・保健・福祉の各分野に関する学識

経験者で構成された合議体で運営されており、市では、
介護認定審査事務などを効率的に行うため、瑞浪市と
共同して土岐市・瑞浪市介護認定審査会を設置し、平
成18年　4　月から運用を開始しています。
介護認定審査会の概要
１．委員数　48人（任期：　2　年）
２．委員構成　▷医療分野23人（内訳：医師11人、歯
科医師　8　人、薬剤師　4　人）　▷保健分野13人（内訳：保
健師　4　人、看護師　8　人、理学療法士　1　人）　▷福祉分
野12人（内訳：介護福祉士　6　人、精神保健福祉士　1　人、
社会福祉士　3　人、ケースワーカー　1　人、生活相談員　1　人）
３．合議体数　10合議体（合議体は、上記委員各分野
のバランスに配慮して、　1　合議体　5　人の委員で構成）
４．役員構成　▷審査会に会長　1　人、職務代理者　1　人
▷各合議体に委員長　1　人、職務代理者　1　人
５．審査件数など　原則として　1　合議体　1　回当たり25
件まで。年間で204回の審査会の開催を予定しています。

平成20年度には、201回の審査会を開催し、4,556件
の審査判定を実施しました。
◆申請から認定までの流れ
①病院・診療所の主治医に、介護保険の対象者かどう
かを確認してください。主治医から介護を必要とす
ると確認ができたら、本人または家族などの代理人
が、介護保険被保険者証を持参の上、福祉課介護保
険係で要介護認定の申請をします。
②申請時に渡す主治医意見書に関する書類を、できる
だけ早く主治医に提出してください。主治医が作成
した意見書は、直接市役所に届きます。
③認定調査員が自宅などに伺い、心身の状況などを、
本人や家族などから聞き取り調査を行います。
④審査会で審査を行います。まず、調査票を全国同一
基準によるコンピューターで処理し、要介護状態区
分を判定します（一次判定）。次に、判定資料を基
に審議および委員間の意見調整を行った上で、介護
給付対象者と予防給付対象者に振り分けます（二次
判定）。
⑤審査会事務局から福祉課に判定結果を通知します。
⑥福祉課から認定結果を申請者に通知します。却下の
場合も通知します。
⑦認定された介護度に応じて、必要な介護保険サービ
スを利用していただきます。
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．
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出
る
と

急
に
迷
っ
て
し
ま
う

５
．
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こ
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項
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ょ
う
。
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詳しくは、福祉課介護保険係（内線157・158）へ。

第12回目は【介護認定審査会】についてです。
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